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呉錦堂を語る会通信

呉錦堂が使用した商号として、「怡生」、「義生」及び「義生栄」の３つがよく知られています。この内、

「怡生」については、既に、第23号でかなり詳しく取り上げました。本第26号では、「義生」と「義生栄」

について、外務省文書ほかを典拠とし、具体的にみていきます。

まず、明治43年12月14日付、在南京領事井原真澄の外務大臣伯爵小村壽太郎宛、鎮江ニ於テ義生燐寸製造

工場ノ開設ニ關スル計画と題された文書を取り上げます。呉錦堂の中国での事業を考える上で貴重な文書で、

孫文記念館にも展示されております。ここでは、アジア歴史資料センターのWeb siteからダウンロードした

データを使用いたしました。 （編集委員 橘 雄三）

1910年外務省文書に登場する呉錦堂の商号「義生」
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当時の日本の社会文化を代表する総合雑誌である

『日本及日本人』（第457号、明治40年4月15日刊）

は、「清商呉錦堂」と題する記事を載せる。

「幼にして家貧しく、稍々長じて上海に適き、

袁子莊に養はる。後ち義生栄、泰昌東の二人と

相謀り、雑貨店を日本に開かんとし、本店を上

海に置き、支店を大阪に設け、呉は来たりて支

店の商務を管掌す。業を営むこと七年、贏得十

五万金、茲に於いて共同の約を解き、各自単独

に営業せんとし、呉は其の分配として三万金を

懐にするや、乃ち去って神戸に行き、怡生号を

創立、盛んに綿花の輸入を図り、傍ら各種の事

業を営み、商略着々図に中りて、勢力、大いに

清商の間に張る。（以下略）」

この記事の筆者は、梅皋生とあるのみ。残念なこ

とにこの筆者には、中国商業界の基礎的な知識が欠

けていた。そこに「義生栄」、「泰昌東」とあるの

は、実は人名ではない。

義生栄や泰昌東とあるのは、共同の出資者たちに

よる商号の名称である。たとえば、最初に10人が日

本でいう株にあたる「股」をそれぞれ平等に出資し、

義生号が設立されるとする。そこに共同経営を希望

する人物が、三股にあたる出資金をだすと、新たに

名称を変更し、義生から義生栄というように名称と

経営規模が変化する。このような増資もあれば、逆

に、減資もある。義生栄から栄の股に相当する出資

者が抜けると、ふたたび義生の名が復活することに

なる。（中略）

呉錦堂の場合は、上海でのセメント、マッチなど

の営業には「義生号」の名称を使用している。上海

で起業した当初から「義生」の股を保有していたよ

うである。それを増資した義生栄から、栄の字に相

当する股の持主が分離し独自資本となり、義生号と

改称したものと思われる。「義生」は寧波商人団の

日本貿易を専業とするグループの登記メンバーとみ

てよい。われわれは、出資者が「股」という資本金

を出せば、自由に商号を設立、改廃できるように思

い込みがちであるけれども、おのおのの商号は、同

業組合を構成する法的な会員資格でもある。だから、

上海において日本との貿易に関係する同業組合であ

る「幇」という組織の協議をえて、その合意のもと

に改廃されるのが「義生」などの商号なのである。

ところで、上掲「呉錦堂」から、一部、執筆者の

推察も含まれるが、次の４つのことがわかる。①呉

錦堂は上海でのセメント、マッチなどの営業に、そ

の共同出資者となり、「義生」の商号を使用してい

た。②出資者が増え、商号は一時、「義生栄」となっ

た。③「栄」の部分の出資者が独立し、商号はもと

の「義生」にもどった。④呉錦堂は寧波商人団の日

本貿易を専業とするグループの一員であった。

当通信第23号で、関帝廟の庭に立つ、「創修中華

会館記」と「謹将神戸各捐金芳名開列」、二つの碑

(右下の写真)に言及しました。後者は、1893年1月

に竣工した神阪中華会館建設に際しての寄付者、あ

るいは団体の一覧です。この碑文中、寄付300円の

並びに「義生栄」があります。

ところで、上掲「呉錦堂」の「義生栄や泰昌東と

あるのは、共同の出資者たちによる商号の名称であ

る」という記述から

すると、「義生栄」

の寄付300円は、呉錦

堂個人の寄付とは言

い切れなくなります。

事実はどうだったの

でしょうか。

2016.4.1 呉錦堂を語る会通信 NO.26 ＜２＞

中村哲夫著「呉錦堂 寧波幇の主導した実業愛国の革命」に見る「義生」及び「義生栄」

2004年発行、神戸華僑華人研究会編『神戸と華僑 この150年の歩み』に中村哲夫執筆「呉錦堂 寧波幇の主

導した実業愛国の革命」(以下、「呉錦堂」と略記)が掲載されています。「呉錦堂」では、商号、股、同業組

合の関係がわかりやすく記述されていますので、ここに引用させていただきました。

《１．「呉錦堂」よりの引用》

《２．「呉錦堂」からわかること》

《４．「義生」の名が入ったマッチラベル》

これらラベルはマッチ箱の両面

（画像はいずれも、孫文記念館の展示より転載。

原資料は(社)日本燐寸工業会所蔵。）

《３．今一度、中華会館建設の寄付を見てみる》



日
本
で
成
功
し
、
優
雅
に
暮
ら
す
華
僑
家
族
を

中
心
に
、
若
者
達
の
夢
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を
描
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都
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派

ユ
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モ
ア
作
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お
も
な
登
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人
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台
湾
出
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呉
天
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天
源
兄
弟
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天
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の
子
・
龍
馬
と

そ
の
女
友
達
サ
キ
、
天
源
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淑
芳
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。
呉
天
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東
京
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場
の
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地
売
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で
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を
成
し
、
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き
な
屋
敷
で
優
雅
に
暮
ら
し
て
い
る
。
家
業
の

貿
易
業
は
弟
・
天
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が
継
ぎ
、
神
戸
を
拠
点
に
事

業
を
行
っ
て
い
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。
天
源
は
、
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分
た
ち
の
祖
先

と
し
て
、
呉
錦
堂
を
敬
慕
す
る
。
題
名
の
『
バ
ナ
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』
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
度
々
出
て
く
る
バ
ナ
ナ

の
輸
入
に
由
来
す
る
。
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ア
、
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さ
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、
商
業
の
天
才
だ
そ
う

だ
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」

「
わ
た
し
が
、
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ウ
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ウ
マ
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。
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も
、
う
ち
の
オ
ヤ
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の
子
で
す
か
ら
ね
。
オ

ヤ
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、
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専
門
家
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す
よ
」

「
い
や
、
兄
さ
ん
か
て
、
一
生
一
度
、
大
儲
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し

た
こ
と
あ
る
ん
や
、
わ
た
し
等
の
家
は
、
呉
錦
堂

と
同
じ
姓
や
ぜ
」

「
誰
で
す
か
、
呉
錦
堂
っ
て
？
」

「
呉
錦
堂
、
知
ら
ん
の
か
？
」

天
源
は
、
嘆
声
を
洩
ら
し
た
が
、
や
が
て
、
思

い
返
し
て
、

「
オ
マ
イ
、
知
ら
ん
の
も
、
ム
リ
な
い
よ
。
東
京

の
華
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で
も
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こ
の
偉
い
人
の
名
知
ら
ん
奴
、
多

い
よ
。
日
本
へ
き
た
中
国
人
で
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こ
ん
な
金
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け

た
人
い
な
い
。
今
の
日
本
の
華
僑
、
全
部
合
せ
た

よ
り
も
、
も
っ
と
、
も
っ
と
、
大
き
な
商
売
し
て
、

沢
山
の
お
金
儲
け
た…

」
（
中
略
）

呉
錦
堂
は
、
明
治
十
八
年
に
、
貧
し
い
デ
ッ
キ
・

パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
小
さ
な
シ
ナ
鞄
一
つ

持
っ
て
、
大
阪
川
口
に
下
船
し
た
。
川
口
で
郷
里

の
先
輩
が
南
京
雑
貨
屋
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ

へ
身
を
寄
せ
、
店
の
品
物
の
扇
子
や
筆
墨
、
南
京

白
粉
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
た
シ
ナ
鞄
を
担
い
で
、

大
阪
市
内
の
行
商
を
始
め
た
。

必
死
の
勤
倹
貯
蓄
で
、
数
年
後
に
、
や
っ
と
小

金
が
で
き
た
が
、
誰
で
も
や
る
シ
ナ
料
理
店
や
理

髪
店
に
は
、
手
を
出
さ
な
か
っ
た
。

彼
は
、
神
戸
の
海
岸
通
り
の
近
く
に
、
小
さ
な

店
を
設
け
た
。
極
め
て
、
貧
弱
な
が
ら
、
貿
易
商

と
し
て
、
立
つ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
神
戸
の

特
産
の
マ
ッ
チ
や
安
雑
貨
を
、
上
海
方
面
に
輸
出

し
て
儲
け
た
金
で
、
郷
里
の
寧
波
か
ら
、
菜
花
油
、

大
豆
油
を
仕
入
れ
て
、
阪
神
の
商
人
に
売
っ
た
。

や
が
て
、
彼
は
、
ボ
ロ
船
な
が
ら
、
紅
葉
丸
と

い
う
汽
船
を
買
う
と
こ
ろ
ま
で
、
漕
ぎ
つ
け
た
。

安
い
運
賃
で
、
自
分
の
商
品
を
運
ぶ
の
み
な
ら
ず
、

自
分
で
乗
船
し
て
、
母
国
の
生
産
地
で
日
本
人
の

嗜
好
を
説
明
し
、
ま
た
、
日
本
へ
帰
る
と
、
取
引

先
に
、
生
産
地
の
状
況
を
知
ら
せ
る
と
い
う
働
き

振
り
だ
っ
た
。
ま
た
、
両
国
の
相
場
の
動
き
も
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
く
察
知
で
き
る
の

で
、
投
機
的
な
商
い
も
、
人
に
先
ん
じ
た
。

こ
れ
が
、
彼
の
成
功
の
第
一
歩
だ
っ
た
。

「
錦
堂
の
最
初
の
店
、
今
の
隆
新
公
司
の
と
こ
ろ

だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
だ
け
で
も
、
わ
た
し
に
随

縁
あ
る…

。
そ
し
て
、
錦
堂
と
オ
マ
イ
の
父
さ
ん
、

同
じ
こ

と
し
て
、

金
儲
け

た…

」
天
源

は
、
呉

錦
堂
が

神
戸
港

の
将
来

に
眼
を

つ
け
、

タ
ダ
の

よ
う
に

安
か
っ

た
土
地
や
家
屋
を
買
い
入
れ
て
、
大
き
な
富
の
基

礎
を
つ
く
っ
た
こ
と
を
語
っ
た
。
天
童
が
、
戦
後

に
、
東
京
の
盛
り
場
の
土
地
を
買
い
込
ん
だ
の
は
、

彼
の
一
生
一
度
の
金
儲
け
だ
っ
た
が
、
呉
錦
堂
の

方
は
、
単
に
神
戸
市
内
の
み
な
ら
ず
、
須
磨
、
舞

子
、
明
石
の
郊
外
に
手
を
伸
ば
し
、
県
史
に
残
る

よ
う
な
大
規
模
の
土
地
開
墾
ま
で
や
っ
て
の
け
た
。

彼
は
、
遂
に
、
関
西
財
閥
の
一
人
に
の
し
あ
が

り
、
セ
メ
ン
ト
や
紡
績
の
大
実
業
家
に
な
っ
た
。

明
治
天
皇
か
ら
銀
盃
や
藍
綬
褒
章
を
貰
っ
た
の
も
、

日
本
の
富
豪
並
み
で
あ
る
が
、
東
京
の
株
成
金
鈴

久
を
対
手
に
し
て
、
鐘
紡
株
の
大
決
戦
を
や
っ
た

時
は
、
日
本
人
の
実
業
家
に
真
似
の
で
き
ぬ
大
胆

さ
と
ネ
バ
リ
を
見
せ
た
。
神
戸
に
呉
錦
堂
あ
り
と

い
う
こ
と
が
、
日
本
中
に
知
れ
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

呉
錦
堂
は
大
正
十
四
年
に
六
十
八
歳
で
死
ん
だ

が
、
そ
の
栄
華
の
跡
は
、
今
だ
に
、
神
戸
附
近
に

残
っ
て
い
る
。
呉
錦
堂
旧
居
跡
と
い
う
の
が
、
須

磨
に
も
舞
子
に
も
見
出
さ
れ
る
。(

４
頁
へ
続
く)
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獅子文六『バナナ』に描かれた呉錦堂と移情閣

《
あ
ら
す
じ
》

《
天
源
、
呉
錦
堂
を
語
る
》

移情閣の門前に獅子文六の『バナナ』の一節、「海が、展がってきた。…(番人の婆さんが)愛想よく、もて

なしてくれた」を刻んだ碑が立っています。『バナナ』は1959年の作品です。この作品の内容を紹介いたしま

す。ここでは、登場人物が呉錦堂について語る部分と、主人公の青年らが移情閣を訪れる場面を取り上げまし

た。文章は、獅子文六『バナナ』普及版（1961年 中央公論社発行の初版本）より引用しました。なお、引用に

ついては、著作権を相続されているご長男、岩田敦夫氏の承諾を得ております。 （編集委員 橘 雄三）

右手前が『バナナ』の碑



「
で
も
、
叔
父
さ
ん
は
、
そ
ん
な
昔
の
こ
と
、
よ
く
知
っ

て
る
ん
で
す
ね
」
（
中
略
）

「
呉
錦
堂
さ
ん
、
親
類
や
か
ら
な
」

「
へ
え
、
う
ち
の
親
類
な
ん
で
す
か
」

「
わ
し
は
、
そ
う
信
じ
と
る
。
錦
堂
さ
ん
、
浙
江
省
寧

波
の
人
や
が
、
わ
し
等
の
家
も
、
も
と
か
ら
台
湾
本
島

人
や
な
い
の
や
。
お
父
さ
ん
、
台
湾
で
金
儲
け
す
る
つ

も
り
で
、
広
州
か
ら
き
て
、
台
湾
人
に
な
っ
た
ん
や
。

そ
し
て
、
お
父
さ
ん
の
お
父
さ
ん
、
浙
江
省
で
生
れ
た

の
よ
。
オ
マ
イ
、
中
国
の
こ
と
知
ら
ん
が
、
わ
し
等
の

国
で
は
、
同
姓
の
人
、
皆
、
親
類
と
思
う
と
る
の
や
」

海
が
、
展
が
っ
て
き
た
。
淡
路
島
が
、
正
面
に
浮
か

ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
舞
子
の
松
が
、
す
っ
か
り
公
園

化
さ
れ
た
サ
ク
の
中
に
、
衰
残
の
姿
を
見
せ
て
い
た
。

「
あ
れ
や
、
移
情
閣…

」

淑
芳
の
指
さ
す
行
手
に
、
海
沿
い
の
国
道
の
左
端
を
、

た
だ
一
軒
の
建
物
が
、
西
洋
の
城
の
円
塔
の
よ
う
に
、

空
を
刺
し
て
い
た
。

建
物
の
正
面
は
、
錠
ま
え
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、

横
の
通
用
門
か
ら
入
る
と
、
廃
墟
の
よ
う
な
石
造
洋
館

か
ら
、
番
人
の
婆
さ
ん
が
出
て
き
た
。
天
源
か
ら
、
電

話
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
、
愛
想
よ
く
、
も
て
な
し
て
く

れ
た
。
呉
錦
堂
の
子
孫
が
振
わ
な
い
の
で
、
こ
の
移
情

閣
も
、
今
は
神
戸
華
僑
青
年
会
の
手
に
移
り
、
夏
は
会

員
が
水
泳
に
く
る
が
、
常
時
は
、
番
人
夫
婦
が
住
ん
で

る
だ
け
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
こ
な
い
に
、
荒
れ
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昔
の

見
事
さ
い
い
ま
し
た
ら
、
ま
る
で
竜
宮
の
よ
う
で…

わ

た
し
は
、
そ
の
頃
、
こ
こ
で
女
中
奉
公
し
と
り
ま
し
た

の
で…

」
（
中
略
）

「
あ
ら
、
あ
の
天
井…

」

サ
キ
子
が
、
叫
ん
だ
。

菱
形
の
高
い
格
天
井
で
あ
る
が
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が

垂
れ
下
が
っ
て
る
そ
の
中
心
部
は
、
金
色
と
龍
と
牡
丹

と
の
純
中
国
風
な
彩
色
浮
彫
り
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
恐
ら
く
、
呉
錦
堂
が
建
築
家
の
意
志
に
逆
ら
っ
て
、

自
分
の
好
み
を
強
制
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
俗
悪
こ
の
上

も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
俗
悪
さ
が
、
公
衆
浴
場

の
風
景
画
と
ち
が
っ
て
、
重
厚
味
と
圧
力
を
備
え
て
い

る
の
は
、
細
工
が
入
念
な
た
め
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

「
あ
の
牡
丹
の
花
の
ま
わ
り
の
サ
ン
ゴ
は
、
み
ん
な
ホ

ン
モ
ノ
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
龍
の
上
に
張
っ
た
金
も
ホ

ン
マ
の
金
で
、
金
パ
ク
の
目
方
が
一
貫
目
以
上
と
、
聞

い
と
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
一
階
、
二
階
と
同
じ
と
こ
ろ

に
、
二
か
所
ご
ざ
い
ま
し
て…

」

婆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
貴
重
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ

の
廃
屋
の
管
理
に
、
骨
が
折
れ
る
こ
と
を
、
述
懐
し
た
。

や
が
て
、
一
同
は
、
二
階
へ
上
っ
た
が
、
そ
こ
も
、

階
下
と
同
型
同
風
の
装
飾
で
あ
り
、
恐
ら
く
、
階
下
を

サ
ロ
ン
に
、
二
階
を
食
堂
に
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、

思
わ
れ
た
。
家
具
も
、
中
国
風
を
加
味
し
た
彫
刻
が
、

必
ず
施
さ
れ
、
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
も
、
か
え
っ
て
使
い

心
地
が
悪
そ
う
な
、
高
価
な
硬
木
ば
か
り
だ
っ
た
。

三
階
は
、
寝
室
に
用
い
た
も
の
か
、
室
内
装
飾
も
、

和
ら
ぎ
が
見
え
る
が
、
北
側
に
据
え
ら
れ
た
中
国
風
寝

台
が
、
人
々
を
驚
か
せ
た
。
そ
れ
は
、
ベ
ッ
ド
と
い
う

よ
り
も
、
天
井
の
つ
い
た
一
つ
の
部
屋
で
あ
り
、
入
口

の
両
側
は
、
例
に
よ
っ
て
、
す
か
し
彫
り
や
象
眼
の
花

鳥
で
飾
ら
れ
、
寝
具
を
置
く
場
所
も
、
蒔
絵
の
大
き
な

弁
当
箱
の
よ
う
な
側
面
も
、
柱
も
、
天
井
も
、
装
飾
化

さ
れ
な
い
部
分
は
、
一
つ
も
な
か
っ
た
。
現
在
は
、
ま
っ

た
く
使
用
さ
れ
な
い
の
で
、
寝
具
類
は
影
も
な
い
が
、

一
番
下
の
個
所
に
は
、
精
巧
な
籐
の
ア
ミ
が
、
張
っ
て

あ
っ
た
。
一
見
、
他
に
似
合
わ
ぬ
簡
素
振
り
だ
が
、
そ

れ
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
の
用
を
な
す
も
の
と
、
推
察
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
広
さ
は
、
ダ
ブ
ル
・
ベ
ッ
ド
を
二

つ
繋
ぎ
合
せ
た
よ
り
、
も
っ
と
余
裕
が
あ
り
、
ど
ん
な

大
男
で
も
、
一
人
寝
は
寂
し
か
ろ
う
と
、
思
わ
せ
る
ほ

ど
だ
っ
た
。
今
は
埃
の
つ
も
っ
て
い
る
こ
の
寝
台
に
、

曾
て
は
、
ど
ん
な
豪
華
な
寝
具
が
飾
ら
れ
、
ど
ん
な
人

が
寝
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
楊
貴
妃
が
用
い
た
翠
帳
紅
閨

と
は
、
こ
れ
で
な
か
っ
た
の
か―

。

2016.4.1 呉錦堂を語る会通信 NO.26 ＜４＞

獅子文六『バナナ』に描かれた呉錦堂と移情閣（３頁から続く）

（
３
頁
か
ら
続
く
）

《
龍
馬
と
サ
キ
は
淑
芳
の
案
内
で
移
情
閣
を
訪
れ
る
》

昭和三十年代後半に撮影され

た移情閣３階の天蓋付寝台

（2001年、兵庫県発行『移情

閣移築修理工事報告書』より）

『バナナ』の碑は、2000年4月、移情閣の復原

開館時に神戸舞子北ライオンズクラブが寄贈


